
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリー・キュリー（1867-1934）は、「ラジウムを発見したキュリー夫人」として、その生前か

ら世界的な名声を得ていた女性科学者である。彼女の研究者としての苦悩、未亡人としての孤

独は、次女の書いた伝記や、それを元にしたハリウッド映画などで広く知られてきた。しかし

この女性が、国際的な活躍をした最初の女性科学者であるだけではなく、自分に続く多くの優

秀な女性科学者を育成し、そのうちの少なからぬ女性たちが、自国で、あるいはその分野で「女

性初の」専門家として活躍したことはほとんど知られていない。 

本講演では、まず、マリー・キュリーが最先端の放射能研究所であるラジウム研究所の所長に

まで至る経緯を、彼女の母国ポーランドの複雑な歴史ともからめて解説する。そののち、ラジ

ウム研究所の伝統で育った第二世代、第三世代の女性科学者たちを紹介することで、あわせて

マリー・キュリーの指導者としての側面をも紹介したい。 

日時： 平成３０年２月１６日（金） 
     １７：３０～１９：００（１７：００開場） 

場所： 山口大学医学部小串キャンパス内 

           霜仁会館３F 多目的室  

お問い合わせ・お申込み 

山口大学医学部附属病院 医療人ｷｬﾘｱ支援室 

ＴＥＬ：0836-85-3137 ＦＡＸ：0836-85-2356 

Ｅ－Ｍａｉｌ：mpros@yamaguchi-u.ac.jp 

～川島先生からのメッセージ～ 

託児サービスを行います。 

詳細はキャリア支援室へお尋ねください。 

後援：山口大学医師会 


